
「
孟
銑
伝
」

に

つ
い
て
 
(
金

子
)

「孟

銑

伝
」

に

つ

い

て

金

子

寛

哉

浄
土
宗
祖
法
然
上
人
が
中
国
浄
土
五
祖
を
述
べ
る
中
で
第
四
番
目
に

懐
感
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
懐
感

の
著
述
で
現
存
す
る
の
は

『釈
浄
土

群
疑
論
』

七
巻

の
み
で
あ
る
。

こ
の
書
に
対
し
て
序
文
を
書
い
た
の
が

「屯
田
員

外
郎
、
平
昌
、
孟
銑
」
で
あ
る
。
懐
感
の
事
蹟
が
不
分
明
な

た
め
、
そ
れ
を
解
明
す
る
資
料
と
し
て
こ
の
序
文
を
用
い
た
い
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
の
資
料
価
値
確
認

の
為
に
は
、
こ
の
序
文
を
書
い
た

「
孟

銑
」
と
は
如
何
な
る
人
物

で
あ
つ
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

今

「孟
銑
伝
」
を
取
り
あ
げ
た

の
は
以
上
の
如
き
理
由
か
ら
で
あ
る
。

孟
銑
の
伝
記
に
つ
い
て
の
研
究
は
最
近
殆
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
わ
ず
か

に
江
戸
時
代

の
増
上
寺

の
僧

「程
諾
」
に
よ
つ
て
正
徳
元
年
 
(A
P

17

11)
 に
出
版
さ
れ
た

『
群
疑
論
序
解
』
と
い
う
書
物
に
記
さ
れ
る
も

の

の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
『新
唐
書
』
巻

一
九
六

(
三

丁
、
右
左
)、
『
万
姓
統
譜
』
巻

一
〇
八
 (
三
丁
、
左
)、
『
大
明

一
統
志
』

巻
三
十
 
(珊
三
丁
、
右
)
、
『
本
草
綱
目
』
序
例
第

一
巻
上
 (五
丁
、
右
)、

『
古
今
名
医
図
』
(未
検
)
、
『事
物
紀
原
』
巻

D
 (五
丁
、
右
)
 等
を
引

用

し
て
述
べ
て
い
る
。

所
が

『群
疑
論
序
解
』
に
は
、

こ
れ
等

の
典
拠
を
挙
げ
て
述

べ
た
後

ニ
 

ノ
 

ハ
 

シ
 

ニ
 

ノ
 
ハ
 

ス
 

ニ
 

タ
 

ニ
セ
 

ナ

リ
ヤ
 
ヤ
ヲ

に
、
「按
徳
州
平
昌
属
二
河
北

一汝
州
梁
属
二
河
南
、
未
レ
詳
二
同
人
 
不
一

也

。
」

と

し

て
、
『
群

疑

論

序

』

を

書

い

た

「
孟

銑

」

と
、

『
新

唐

書
』

等
に
伝
記
を
載
せ
る

「孟
銑
」
と
は
別
人
で
は
な

い
か
と
疑

つ
て
い

(
1
)

る
。
何
故
な
ら
ば
、
『
新
唐
書
』
の
孟
読
伝
に

よ
る
と
、
「賜
物
百
段

シ
テ

ニ

セ
シ
ム

ヲ

詔
二
河
南
一春
秋
給
二羊
酒
魔
粥

一」
と
あ
り
、

一
方

『群
疑
論
序
』
に
は

先
に
述
べ
た
如
く

「屯
田
員
外
郎
、
平
昌
、
孟
銑
」
と
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
中

「
屯
田
員
外
郎
」
は
役
職
名
で
あ
り
、
「平
昌
」

ノ

は
出
身
地
名
で
あ

つ
て

『
唐
書
』
地
理
志
に
よ
れ
ば

「徳
州
平
原
郡
平

昌
」
で
あ
る
。
徳
州
平
原
郡
と
は
現
在
の
山
東
省
徳
平
県
で
あ
つ
て
河

北
に
属
し
て
お
り
、
若
し
も
両
者
が
同

一
人
物

と
す
れ
ば
、
河
北
に
住

し
て
い
る
孟
銑
に
対
し
て
わ
ざ
わ
ざ
河
南

の
人

に
春
秋
二
回
の
賜
物
を

賄
わ
せ
る
の
は
矛
盾
す
る
。
し
か
も
又

『
新
唐
書
』
の
孟
読
伝
の
中
に

は

「屯
田
員
外
郎
」

の
役
職
名
も
、
「
平
昌
」
と
言
う
出
身
地
名
も
出

て
来
な
い
。
故
に
こ
の
両
者
は
別
人
で
は
な
い
か
と
言
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
述
し
た
程
諾

の

『群
疑
論
序
解
』

に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
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が
、

孟

読

の
伝

記

を
知

る
手

懸

り

に

な

る

物

と

し

て
、

更

に

『
旧

唐

書
』

巻

一
九

一
 (
列

伝

第

一
四

一
、
方

伎

偏
)
、

『
徳

平

懸

志

』
(
平
昌
)
、

『
大

蕩

懸

志
』

(
同
州
、
孟
読

が
刺
史

に
着
任
)
、

『
台

州

府

志

』
(
孟
読

の
任

地
)
 等

が
考

え
ら

れ

る
。

尚

以

上

の
も

の
と

は
系

列

を

異

に

し

た

資

料

と
し

て

『
太

平

広

記

』

巻

一
九

七
 
(
五
丁
、
左
 
博
物
類

一
)
 に

も

孟

読

(
2
)

の
伝
が
見

ら
れ
る
。

 

こ
れ
ら
の
中
、
最
初
に

『
旧
唐
書
』

の
孟
銑
伝
に
つ
い
て
見
る
と
、

『新
唐
書
』
の
文
よ
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
後
者
の
文
は
恐
ら
く

前
者

の
文
を
要
略
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
両
者
の
著

作
年
代
を
見
る
と
、
『
旧
唐
書
』
は
後
晋
 
(A
D
.
 
9
3
6
-
9
4
6
)
 

の
劉
殉
等

の
撰
で
あ
り
、
『
新
唐
書
』
は
宋
代
嘉
祐
年
間
 
(A
D
.
 
1
0
5
6
-
6
3
)
 

に
欧

陽
修
等

が
勅
を
奉
じ
て
撰
述
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
前
者
が
百
年
程
早

く
に
成
立
し
て
い
る
。
又

『
太
平
広
記
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
宋
の
太

平
興
国
三
年
 
(A
D
.
 
9
7
8
)
 

に
李
肪
等
が
勅
に
よ
つ
て
撰
し
た
も
の
で
あ

る
。
従

つ
て
年
代
的
に
は
前
二
者
の
中
聞
に
位
し
、
記
事
内
容
に
お
い

て
も
前
二
者
に
見
ら
れ
な
い
も
の
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
の
地
方
志

は
著
作
年
代
も
下
り
、
記
事
内
容
も
多
く
以
上
の
三
者
に
負
う
も
の
で

あ
る
。

今

『
旧
唐
書
』
孟
読
伝
及
び
そ
の
他
の
資
料
を
参
照
し
て
見
て
も
、

そ
の
中
に
は

『群
疑
論
序
』
の
著
者
孟
銑
の
役
職
名
た
る

「
屯
田
員
外

郎
」
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
出
身
地
名
に

つ
い
て
は
新

・
旧
両

ノ

『
唐
書
』
等
に
は

「
汝
州
梁
人
」
と
言
う
の
み
で
あ
る
が
、
『
太
平
広

記
』
だ
け
は
群
疑
論
序

の
著
者
孟
銑
と
同
じ

「
平
昌
」
を
出
身
地
と
示

し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
地
名
に
つ
い
て

『徳
平
懸
志
』
に
は

「汝
州

梁
人
、寄
籍
平
昌
」
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、も

と
の
本
籍
は
汝
州
梁
で

あ
る
が
後
に
何
か
の
事
情
で
籍
を
平
昌
に
移
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
牧
田
諦
亮
博

士
が
指
摘
す
る
如
く
、

孟
読

の
曾
孫
に
孟
簡
と
言
う
人
が
お
り
 
(旧
唐
書
列
伝
巻

一
六
三

・
新
唐

書
一
六
十
)
、
『大
乗
本
生
心
地
観
経
』

の
翻
訳

に
も
参
与

し
た
人

で
、

ノ

而
も

「平
昌
人
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
孟
註
が
汝
州
梁
か
ら
こ

(
3
)

の
地
に
籍
を
移
し
て
い
た
こ
と
は
考
え
得
る
と
述

べ
て
い
ら
れ
る
。

次
に
前
述
の
程
諾
の
示
し
た

「
河
北

の
住
人
に
河
南
の
人
が
賄
う

の

は
矛
盾
す
る
」
と
言
う
疑
問
に
つ
い
て
見
る
と
、

こ
れ
は
程
諾
が

『新

唐
書
』

の
み
を
見
て

『旧
唐
書
』
を
見
な
か
つ
た
為
に
起
つ
た
も
の
と

シ
テ
 

ニ

思

わ

れ

る
。

何

故

な

ら

ば
、

『
新

唐

書
』

に

「
賜

物

百

段

、
詔

二
河

南

一

シ
ム
 

ヲ

春
秋
給
二
羊
酒
慶
粥
こ

と
あ
る
が
、
『
旧
唐
書
』

の
相
当
部
分
に
は

「優

シ
テ
 

ニ
 

ニ

詔
賜
物

一
百
段
、
又
令
三
毎
歳
春
秋
二
時
特
給
二
羊
酒
魔
粥
、
開
元
初
河

南
尹
畢
構
」
と
あ
つ
て
、
「
河
南
に
詔
し
て
」
と
は
な
つ
て
い
な
い
。
し

か
も
孟
説
が
退
官
後
に
住
し
た
の
が
伊
陽
 
(汝
州
梁
)
 の
山
第

と
す
れ

ば
、
同

一
河
南
で
あ
つ
て
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
更
に
程
諾
の
こ
の
疑

問
の
中
に
は

「
平
昌
」
を
本
籍
地
で
は
な
く
、
「屯
田
員
外
郎
」
在
職

中
の
居
住
地
で
あ
つ
て
、
し
か
も
退
官
後
も
平
昌
に
居
住
し
て
い
た
と

言
う
見
方
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
然
ら
ざ
る
こ
と
は

『
新
唐
書
』

の
文
面
の
み
よ
り
見
て
も
明
ら
か

で
あ
る
。
即

ち
、
孟
註

の
居
住

地

「
孟
銑
伝
」

に

つ
い

て
 
(
金

子
)
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「
孟
銑
伝
」

に
つ
い
て
 
(
金

子
)

は
、
出
身
地
 
(汝
州
梁
.
平
昌
)
↓
都
 (長
安
・
洛
陽
)
↓
任
地
 
(台
州
・
同

州
)
↓
退
官
後
の
住
地
 (伊
陽
之
山
第
)
 と
移
動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

程
諾

の
今

一
つ
の
疑
問
点
で
あ
る

「
屯
田
員
外
郎
」
の
役
職
名
に
つ

い
て

一
言
す
れ
ば
、
確
か
に
現
存
資
料
に
よ
る
限
り
現
在
の
所
そ
の
職

名
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
注
意
を
要
す
る
の
は
、
(
1
)
 

進

士
及
第
、
(
2
)
 

長
楽
尉
、
(
3
)
 

鳳
閣
舎
人
 
(A
D
.
 
6
8
5
)
、
(
4
)
 

春
官
侍
郎
、
(
5
)

容
宗
侍
読
、
(
6
)
 

同
州
刺
史
 
(A
D
.
 
701
-7
0
4
)
、
(
7
)
 

銀
青
光
禄
大
夫
、
(
8
)

退
官
 
(A
D
.
 
7
0
5
年
頃
)
 

と
、
そ
の
役
職
に
変
遷
の
あ

つ
た

こ
と

で
あ

る
。
従

つ
て
こ
れ
等

の
変
遷
の
何
れ
か
の
時
期
に

「屯
田
員
外
郎
」

の

職
に
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な

い
。以

上
程
諾
の
疑
問
点
を
中
心
に
考
え
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
牧
田
諦

亮
博
士

の
指
摘
及
び
記
事
内
容
か
ら
見
て
、
両
唐
書
並
び
に
太
平
広
記

に
伝
を
戴
せ
る
孟
銑
の
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
う

べ
く
も
な
い

が
、

こ
の
三
資
料
に
記
さ
れ
る
孟
銑
と
序
文
の
著
者
孟
銑
と
が
同

一
人

物
で
あ

る
と
す
る
に
は
、
今
の
役
職
名
の
如
き
、
ま
だ
幾
つ
か
の
問
題

点
が
残

さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、
両
者
と

も
に
同

一

「平
昌
」

の
出
身
者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
。
又

『
旧
唐
書
』

に
よ
る

と
孟
読
に

『
家
礼
』
『
祭
礼
』
各

一
巻
。
『喪
服
要
』
二
巻
、

『
補
養
方
』
『
必
効
方
』
各
三
巻
、
等
の
著
述
の
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
等

の
書
は
何
れ
も
現
存
し
な
い
よ
う
で
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と

は
出
来
な

い
が
、
書
名
の
み
か
ら
見
て
も
孟
銑
が
葬
祭
等
に
少
な
か
ら

ぬ
関
心
を
示
し
た
こ
と
は
考
え
得
る
。

ノ
 

ニ
 
ス
ル
ヲ
 

ヲ

一
方

『
群
疑
論
序
』

の
文
中
に
は

「
以
三
平
昌
孟
銑
早
修
二
浄
業
こ

と
あ
り
、
こ
の

「
浄
業
」
が
こ
の
序
文
の
前
後

の
関
係
よ
り
見
て

「念

仏
三
昧
行
」
の
こ
と
と
理
解
し
得
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
点
か
ら
も
両
者

間
に
は
少
な
か
ら
ぬ
近
似
性
を
見
得
る
よ
う
に
思
う
。

最
後
に

『
旧
唐
書
』
等
に
の
せ
る
孟
読
の
生
存
年
代
を
見
る
と
、
開

元
の
何
年
に
捜
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
今
か
り
に
開
元
初
年
 (A
D
.

7
13
)
 に
九
十
三
歳

で
捜
し
た
と
す
れ
ば
、
武
徳

四
年
 (A
D
.
 
6
2
1
)
 

の
出

生
と
な
り
、

一
歩
譲
つ
て
開
元
末
年
 
(A
D
.
 
7
4
1
)
 

と
す
れ
ば
貞
観
二
十

三
年
 
(A
D
.
 
6
4
9
)
 

出
生
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
捜
年
時
の
決
定
は

在
官
年
代
と
も
関
連
し
て
更
に
検
討
を
要
す
る
が
、
右

の
両
者

の
中
何

れ
を
と
つ
て
も
懐
感
の
生
存
年
代
と
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ

と
だ
け
は
事
実

で
あ
る
。

序
文
の
著
者
孟
銑
と

『旧
唐
書
』
等

の
孟
読

と
同

一
人
物
な
り
と
即

座
に
断
定
す
る
の
は
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
程
諾

の
持
つ
問
題
点
だ
け
は
以
上
の
検
討
に
よ
つ
て
氷
解

し
た
よ
う

に
思

う
。
こ
の
両
者
を
同

一
人
物
な
り
と
断
定
す
る
の
は
今
後

の
検
討
に
待

つ
こ
と
と
す
る
。

ル
 

ニ

1
「

銑
」

と

「
読
」

に
つ
い

て

『
序
解
』

に

は

「
一
本

作
二
孟
読

こ

と
あ

り
。

も
と
は

「
読
」

か
?

2
『

太
平
広
記
』

は
仏
教
大
学
大
学

院
修
士
課
程
吉
野

耕
史
氏

の
指

示

に

よ
る
。
出
典

『
御
史
台
記
』

3
 
研
究
発
表
後
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

の
牧

田
諦
亮
先

生
よ
り
御
教

示

い
た
だ
い
た
。
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